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本委員会の調査事件について、会議規則第４５条の規定により、下記のと

おり報告いたします。 

 

 

記 

 

 

１　調査事件名　　令和８年度第１回市民との意見交換会における意見・要望に関する当

委員会所管事務 

 

２　調査の経過　　令和８年６月１５日、７月２９日、９月９日 

 

３　意　　　見　　別紙のとおり



【総務文教常任委員会】令和８年５月９日　市民との意見交換会（意見・要望） 
 項目 意見・要望 現状（回答）
 

１

とりで未来創造プ

ラン2024が、あ

と２年あるが、現

在までの検証はし

ているのか。

「とりで未来創造プラン2024」を戦略的に推進していくため、PDCA サイクルマネジメントによる計画的な進

捗管理を行っており、計画実施の効果検証を行うことで、プランの実効性を高めつつ、市民ニーズに対応した施策

の展開を図っています。 

進捗管理及び評価については、本計画では重点施策を積極的に推進していくために、「まちづくり指標」を設定して

います。まちづくり指標の進捗状況については、毎年度、取手市総合計画審議会に報告し、効果検証を行っていま

す。 

また、次期計画策定の前年度には総合的な評価である「施策評価」を行うこととしており、令和８年度はそのタイ

ミングに当たるため、計画に掲げた「重点施策（取り組みの柱）」の評価も実施するとしています。　 
議会といたしましては、次期計画の策定に向けた進捗管理や評価の状況を随時把握するとともに、市民への説明を

しっかりと行うよう、市に求めてまいります。
 

２

防災で、井戸を各

公園、小中学校に

配置してはどう

か。

【災害時の水の確保について】　 

本市における災害時の水の確保につきましては、計画的な備蓄に加え、市内４か所（取手市役所、とがしら公園、

旧小文間小学校、北浦川緑地）への「耐震性貯水槽」の設置や、市内28 か所の個人の所有者様のご協力の下「災

害時協力井戸」としてご登録をいただき、災害時に備える体制を構築しているとのことです。 
【公園への防災用井戸設置について】 

市内公園においては、北浦川緑地と、とがしら公園に防災担当課である安全安心対策課所管の耐震性貯水槽が設置

されており、地震などの災害時には生活用水を一定量確保し、地域の防災に貢献している状況となっています。 

その他の公園への防災用井戸の新設に当たっては、各公園の特性に応じた維持管理及び運用の課題等もあることか

ら、安全安心対策課と協議する必要があるとしています。 

【小中学校への防災用井戸設置について】 

市内小中学校においては、現在、取手小学校に井戸が設置されており、主に校庭の散水用に利用されており、災害

時、断水等が発生した際には生活用水としての利用が可能となっています。 
また、市内の多くの学校では、受水槽に蛇口を付設したり、高架水槽の水を活用することで、災害停電時も残存分

は活用できるようになっています。 
小中学校への井戸の設置に当たっては、平時における各学校での需要や活用の余地と、災害時にどのような用途に

活用するかというニーズの両面を踏まえながら調査していきたいと考えているとの回答がありました。 



 議会といたしましては、「令和８年熊本地震」を受けて、災害時の水の確保の重要性を再認識しております。そのた

め、現状での水の確保策について、以下のことを追加調査・確認しました。 
・廃校となっている旧小文間小学校・旧戸頭西小学校の避難所においても、飲水可能な水道があること。 
・耐震性貯水槽４か所の容量は、それぞれ10 万リットルで、合計40 万リットルあること。 
・市内28 か所の個人の災害時協力井戸は、停電時を考慮し発電機を貸与するなどの対応をしていること。 
これらの災害時における水の確保体制の一層の充実を、引き続き市に求めてまいります。

 

３

戸頭９丁目北地区

において、土日・

祭日・夕方　千葉

方面へ帰る車の速

度が危険、対策を

講じてほしい。 

戸頭9 丁目北地区において、千葉方面へ向かう車両等が速度を落とさずに抜け道として利用することへの対策とし

まして、まず交通規制につきましては警察の所管となるため、管轄の警察署に対して「居住者以外の進入禁止」等

の交通規制や、速度超過車両に対する交通取締りの強化について要望書を提出していくとしています。 

次に、市としましては、運転者に対して注意喚起を促すため、視認性の高い路面標示や看板の設置について検討し

ていくとのことです。また、令和8 年9 月1 日より、生活道路における法定速度が時速60 キロメートルから時

速30 キロメートルに引き下げられたことから、周知を図ってまいりたいと考えています。 

議会といたしましては、地域の実情を踏まえた実効性の高い交通安全対策の早期実現を、引き続き市に求めてまい

ります。
 

４

FUYOUアリーナ藤

代をウキウキワク

ワクドキドキ、そ

してより安息の場

に変革する提案。 

ＦＵＹＯＵアリーナ藤代内の維持管理については、敷地内全体の草刈、野球場・多目的広場・ピクニック広場の芝

刈及び樹木の剪定を定期的に行っています。 

ご提案いただきました内容につきましては、スポーツ施設以外の部分についても多くのご提案をいただいておりま

すので、今後の運営及び維持管理等の参考とさせていただくとのことです。 

また、ＦＵＹＯＵアリーナ藤代の北側は小貝川と隣接しており、河川敷を含めた自然豊かな立地条件を備えており

ますので、休館日は河川敷の散策等の際にピクニック広場をご利用いただければと考えているとの回答がありまし

た。 

議会といたしましても、ＦＵＹＯＵアリーナ藤代がより多くの皆様に親しまれる施設となるよう、今後の運営状況

を引き続き注視してまいります。


